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「なきゃも荒しゃげて　わきゃも荒しゃげて
ハレ互に荒しゃげて　夜されしょしら。」

① ②
③④

島の八月三節到来！

　豊穣の感謝と次の稲作の豊作を願って行うアラセツ、シバサシ、ドゥンガは島の八月三節と呼ばれ、奄美大
島の各地で八月踊りが繰り広げられる。大和村では集落内の家々を廻る「ヤーマワリ」が行われなくなって久
しいが、今でも公民館やトネヤ（カミヤ）、消防格納庫前（火の用心祭りの名残か）など集落数カ所で踊られ
る。集落ごとに曲目や歌詞、祭りの進行など大きく異なり興味深い。写真は９月８日のアラセツに行われた、
①今里カミヤ前、②名音生活館前、③大金久トネヤ前、④大棚公民館前の八月踊りの様子。

１ ４

１．各集落の八月踊り　２．ねんきんネットを開始しました！
２．南日本新聞と新聞活用協定　３．子どもたちの学力の現状について
３．ドコモエリア改善ＧＧ大会　４．奄美マングースバスターズから

奄美マングースバスターズからのお願い

マングースの捕獲作業と生息確認作業について

　現在、奄美大島では特定外来生物であるマングースを捕獲するために、筒型とカゴ型の 2種類のわな（筒式わ
な、カゴわな）を設置しています。カゴわなは、主に本島中南部の希少野生生物の生息が確認されているエリア
で使用しております。
　大和村にお住まいの皆さんも、林道や山中で見かける場合があるかと思います。これらのわなは、誤って触れ
てしまうと誤作動を起こすことがあり、場合によってはケガをすることもありますのでお手を触れぬようお願い
致します。
　また、捕獲とは別に現在マングース生息の有無を確認するため、自動撮影カメラやマングースの毛を採取する
ためのわな（ヘアトラップ）の設置を進めております。

※集落近くや、林道上での作業に、ご迷惑になるかと存じますがご理解・ご協力のほど宜しくお願い致します。

ヘアトラップ筒式わな カゴわな

マングースの目撃情報や活動に関するお問い合わせは下記の連絡先にお願いいたします。
○　財団法人自然環境研究センター　奄美市名瀬浦上１０－４　電話：0997-58-4013
○　環境省奄美野生生物保護センター　大和村思勝５５１　　　電話：0997-55-8620

も
く
じ



広報　　　　　　お知らせ版広報　　　　　　お知らせ版

 　7 月 24 日（日）、フォレストポリスにおいてドコ
モエリア改善記念・奄美フォレストポリス杯グラウ
ンド・ゴルフ大会（有限会社高倉産業主催）が開催
され、村内外から 38 チーム 190 人が参加した。同
大会は今年 4 月にＮＴＴドコモにより福元地区に携
帯電話の基地局が整備され、携帯電話エリアが改善
されたことを記念して開催されたもの。記念セレモ
ニーでは伊集院村長からＮＴＴドコモ九州支社鹿児
島支店長の森山幸一支店長に感謝状が贈られた。伊
集院村長は、「福元地区の携帯エリアが改善され安
心して施設を利用できるようになった。ＮＴＴドコ
モさんには心から感謝いたします。今後とも施設の
充実とサービスの向上に努めたい。」と語った。
　競技はルリカケスコース、クロウサギコース、グ
ラウンドコースの 3 コースで行われ、一打ごとに拍
手や歓声があがった。なお、大会結果は次のとおり。

【団体戦】　①有屋しらさぎ会（２９１打）②芦検池
城会（３０３打）③ＧＧＡ５組（３０４打）

【男子個人】　①三原義久（５２打）②大瀬久夫（５３
打）③武村雅夫（５４打）

【女子個人】　①山田まどか（５１打）②田春勝子
（５５打）③富田美加代（５８打）

インターネットサービス

「ねんきんネット」を開始しました！
●いつでも、最新の年金記録が確認できます！
24時間いつでも、「ねんきん定期便」よりも新しい年金記録を確認できます。今後、｢ねんきん定期便｣ を
インターネットでお受け取りいただくことも検討しています。
●記録の「もれ」や「誤り」の発見が容易になります！
年金に加入されていない期間、標準報酬額の大きな変動など、ご確認いただきたい記録が、わかりやすく表
示されています。
● ｢私の履歴整理表｣ で記録の確認が容易になります！
画面の指示に従って、｢私の履歴整理表｣ がご自宅で簡単に作成でき、年金記録の確認に役立ちます。
●将来の年金額が試算できます！
｢年金を受け取りながら働き続けた場合の年金額は｣ といった知りたい情報をご自宅でご覧になれるような
機能を平成 23年秋以降どんどん追加していく予定です。

　平成２２年度「基礎・基本」定着度調査の結果を公表いたします。「基礎・基本」定着度調査は，学校で
学習した内容が身についているかを調べるために，小学校５年生，中学校１年生，中学校２年生を対象に鹿
児島県教育委員会が実施しているテストです。
　本村では，すべての小・中学校が小規模校のため，テストの数値や学校ごとの結果の公表はせず，〈記号（☆）〉
で表示しておりますので，ご理解ください。

  小学校５年では，算数・理科，中学校１年では，国語・数学・理科の教科において，県の平均通過率を上回っ
ており，概ね基礎・基本の定着が図られています。中学校２年は，すべての教科で県の平均通過率を上回っ
ており，高い学力を身に付けています。しかし，小学校の国語・社会，中学校１年の社会・英語については，
県の平均通過率を若干下回っており，課題が見られます。
   各学校では，この調査結果を分析し，課題を明確にし，その課題を解決するための具体的な方策を立て，
児童生徒一人一人の学力向上を図っています。また，授業では，通過率の低かった問題を重点的に指導した
り，繰り返し学習させたりして基礎基本の定着を図っています。
　ご家庭においても，引き続き学習時間の確保及び生活習慣の改善等に取り組んでいただき，学校・家庭の
よりよい連携のもと，子ども達の成長を支援していきましょう。

子どもたちの学力の現状について。　　　大和村教育委員会

２３

小学校５年生 中学校 1 年 中学２年生

教　　　 科 県 大和村 比較 県 大和村 比較 県 大和村 比較

国　　　 語 70.0% ★ ↓ 73.1% ☆☆ ↑ 67.8% ☆☆ ↑

社　　　会 72.1% ☆☆ ↓ 63.7% ★ ↓ 69.6% ☆☆ ↑

算数・数学 62.7% ★ ↑ 64.9% ☆☆ ↑ 64.3% ☆☆☆ ↑

理　　　科 70.6% ☆☆ ↑ 65.7% ★ ↑ 59.8% ★ ↑

英　　　語 73.9% ☆☆ ↓ 66.6% ☆☆ ↑

【☆☆☆８０％以上　　☆☆７０％以上から８０％未満　　★７０％未満】

平成 22年度における各学年ごと、各教科の通過率（％）　　　平成 23年 1月１３，１４日実施

ドコモエリア改善を記念してグラウンドＧ大会

　８月３１日、大和村役場において「大和村の児童・
生徒の言語活動と新聞活用に関する協定」の調印式
があり、大和村教育委員会と南日本新聞社が協定を
締結した。このたびの協定により教育現場において
新聞記事を自由に活用することが可能となったほ
か、新聞社側は要請に応じて記者らを講師として学
校に派遣するもの。泉有智教育長は「学校現場で新
聞を活用し教育の充実につなげたい。」とあいさつ。
佐潟隆一常務は「教育で十分に活用してもらえるよ
う、これまで以上にしっかりした紙面をお届けした
い」と話した。

「教育に新聞を。」　大和村教育委員会と南日本新聞社が新聞活用協定


